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色鮮やかな菊の季節になりました！
市内の菊農家では、「国華始皇」や「宝華友愛」など、さまざまな
品種の菊が栽培されています。
写真の白い菊は、「国華越山」といいます。とてもきれいですね！

第61回小田原城菊花展で
農林水産大臣賞を受賞され
ました。
農業委員・飯塚和彦さんの温室で
撮影しました。
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要望書を市長に提出 ------------------------------
農地中間管理事業ほか ---------------------------
遊休農地をなくそう ------------------------------
農業委員紹介コーナー ---------------------------
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農家の声 ----------------------------------------------
相談コーナーほか ---------------------------------
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再生紙を使用しています

色と
りどりの菊満開！
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７
件
の
施
策
を
要
望
。

●
荒
廃
・
遊
休
農
地
の
発
生
防
止

及
び
そ
の
解
消
に
向
け
、
積

極
的
な
取
り
組
み
を
行
う
こ

と
。

●
荒
廃
・
遊
休
農
地
対
策
と
し
て
、

こ
れ
ら
を
積
極
的
に
活
用
し

た
施
策
を
実
施
し
、
農
地
の

確
保
と
有
効
利
用
を
図
る
こ

と
。

●
耕
地
・
農
道
整
備
を
行
い
、
耕

作
可
能
な
環
境
を
整
え
る
こ

と
。

●
Ｕ
字
側
溝
の
老
朽
化
等
に
よ
る

水
漏
れ
等
に
対
し
、
計
画
的

な
修
復
を
行
い
、
水
田
へ
の

水
量
を
十
分
確
保
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。
な
ど
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
が
、
状
況

の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
担
い

手
確
保
対
策
と
農
業
経
営
の
安
定

の
た
め
、
２
件
の
施
策
を
要
望
。

●
認
定
農
業
者
に
対
し
て
、
支
援

の
拡
充
を
図
る
こ
と
。
ま
た

そ
の
拡
大
に
つ
い
て
、
助
言
・

指
導
を
行
う
こ
と
。

●
女
性
農
業
者
の
拡
大
を
図
る
た

め
支
援
体
制
を
確
立
す
る
こ

と
。

　

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
農
業

振
興
と
、
生
産
者
を
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
地
産
地
消
の
推
進
な
ど
、

秦
野
ら
し
い
農
業
を
実
現
す
る
た

め
、
６
件
の
施
策
を
要
望
。

●
「
秦
野
市
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化

推
進
事
業
」
に
つ
い
て
、
そ

の
農
産
物
の
普
及
や
生
産
者

を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
技

術
的
、
財
政
的
支
援
を
行
う

こ
と
。

●
安
全
で
新
鮮
な
地
場
農
産
物

を
消
費
者
に
供
給
す
る
た
め
、

直
売
所
の
整
備
、
充
実
が
図

れ
る
よ
う
支
援
を
行
う
こ
と
。

●
都
市
農
業
振
興
計
画
の
策
定

に
当
た
っ
て
は
、
農
業
者
や

関
係
機
関
等
の
意
見
を
聴
く

と
と
も
に
、
そ
の
実
施
に
は
、

計
画
、
見
直
し
、
改
善
の
サ

イ
ク
ル
を
持
っ
て
事
業
の
有

効
性
を
図
る
こ
と
。
な
ど
。

　

有
害
鳥
獣
の
撲
滅
に
向
け
た
対

策
を
講
じ
る
よ
う
５
件
の
施
策
を

要
望
。

●
農
業
者
が
個
別
に
鳥
獣
害
防
止

策
が
と
れ
る
よ
う
、
そ
の
設

置
費
用
に
つ
い
て
助
成
を
行

う
こ
と
。

●
駆
除
に
つ
い
て
迅
速
な
対
応
を

行
う
と
と
も
に
、
被
害
軽
減

に
向
け
た
調
査
研
究
を
行
う

こ
と
。
な
ど
。

　

８
月
８
日
、
秦
野
市
農
業
委
員

会
は
、「
平
成
29
年
度
秦
野
市
農

林
業
施
策
並
び
に
予
算
に
関
す
る

要
望
書
」
を
、
秦
野
市
長
に
提
出

し
ま
し
た
。
こ
の
要
望
は
、
農
業

者
の
意
見
や
考
え
を
市
政
に
反
映

で
き
る
よ
う
、
農
業
委
員
を
通
じ

て
農
家
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

意
見
・
要
望
を
取
り
ま
と
め
た
も

の
で
す
。
当
日
は
、
鳥
海
会
長
を

は
じ
め
と
す
る
運
営
委
員
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
市
長
と
の
懇
談
会
で

は
、
農
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

荒
廃
・
遊
休
農
地
は
増
加
す
る

傾
向
に
あ
る
が
、
将
来
に
向
か
っ

て
優
良
農
地
と
し
て
確
保
・
保
全

し
有
効
利
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

「
平
成
29
年
度
秦
野
市
農
林
業
施
策

並
び
に
予
算
に
関
す
る
要
望
書
」
を

市
長
に
提
出

二　

担
い
手
・
経
営
対
策
に

　
　

つ
い
て

三　

地
域
の
活
性
化
対
策
に

　
　

つ
い
て

四　

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い

　
　

て

要
望
書
を
手
渡
す
鳥
海
会
長
（
右
）
と

古
谷
市
長
（
左
）

右
か
ら
北
村
委
員
、
山
口
委
員
、
鳥
海

会
長
、
古
谷
市
長
、
草
山
委
員
、
松
下

委
員
、
小
山
田
委
員

一　

農
地
の
保
全
・
有
効
利

　
　

用
対
策
に
つ
い
て

要
望
の
内
容
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神奈川県農業会議農政活動協力金
（旧賛助会員費）へのご協力を

お願いします

（一社）神奈川県農業会議では、農業
に携わる農業者の声を国や県の農業施
策に反映し、農業者の皆さんが安心し
て農業経営を継続できるよう、様々な
農政対策活動を展開しています。
　こうした活動を進めるため、農業者
の皆様にご支援、ご協力をお願いして
おります。
　協力金は、１戸当たり５００円です。
農業委員会事務局　☎ 82-9654

　

平
成
26
年
に
施
行
さ
れ
た
改
正
農
地
法
に
基
づ
き
、
市

街
化
区
域
内
の
農
地
等
を
除
い
て
、
農
地
情
報
が
公
表
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
本
格
的
に
公
表

が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
地
情
報
の
公
表
制
度
は
、
認
定
農
業
者
等
の
担
い
手

の
規
模
拡
大
や
農
業
参
入
を
希
望
す
る
方
々
に
農
地
情
報

を
提
供
し
、
農
地
の
利
用
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
、
農
業
委
員
会
が
作
成
し
て
い
る
農
地
台
帳
の
項
目

の
う
ち
、
公
表
す
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
た
項
目
と
農
地
の

地
図
情
報
を
合
わ
せ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
公
表
し
て

い
ま
す
。

【
１
】
農
地
台
帳
の
公
表
項
目

　

農
地
台
帳
情
報
及
び
地
図
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
農
地

法
等
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
主
な
も
の
は
、
①
所
在
・

地
番
、
②
地
目
、
③
面
積
、
④
地
域
区
分
、
⑤
所
有
者
名
、

⑥
耕
作
者
名
等
、
⑦
農
地
中
間
管
理
権
の
状
況
、
⑧
遊
休

農
地
か
ど
う
か
等
で
す
。

※
　
住
所
は
公
表
項
目
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

【
２
】
農
地
情
報
の
公
表
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
が
行
う
農
地
情
報
の
公
表
に
つ
い
て
は
、

農
地
法
の
定
め
に
よ
り
、
①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
、

②
窓
口
の
対
応
、
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

㋐
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
よ
る
農
地
情
報
の
公
表

は
、（
一
社
）
全
国
農
業
会
議
所
が
全
国
の
情
報
を
一

元
的
に
管
理
す
る
「
農
地
情
報
公
開
シ
ス
テ
ム
（
全

国
農
地
ナ
ビ
）」
に
よ
り
公
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
仕

農
地
中
間
管
理
事
業
と
は
…

　

農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
を
対
象
に
、
農
業
を
や
め
る

方
や
農
業
の
規
模
を
縮
小
す
る
方
（
出
し
手
農
家
）
か
ら
、

農
地
中
間
管
理
機
構
（
神
奈
川
県
農
業
公
社
）
が
農
地
を

借
り
受
け
、
規
模
拡
大
や
新
規
参
入
を
図
る
方
に
貸
し
付

け
る
こ
と
に
よ
り
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
進
め
る
事

業
で
す
。
農
地
の
借
受
希
望
は
、
６
月
及
び
12
月
、
貸
付

希
望
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

☆
出
し
手
に
は
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
！

　

①
経
営
転
換
協
力
金

　

担
い
手
（
認
定
農
業
者
、
認
定
新
規
就
農
者
等
）
で
な

い
方
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
経
営
廃
止
や
経
営
転
換
な
ど
に

伴
い
、
農
業
公
社
に
貸
し
た
農
地
に
つ
い
て
、
担
い
手
に

転
貸
さ
れ
た
場
合
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

②
耕
作
者
集
積
協
力
金

　

次
の
要
件
に
該
当
し
、
農
業
公
社
に
貸
し
た
農
地
に
つ

い
て
、
担
い
手
に
転
貸
さ
れ
た
場
合
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

ア　

農
業
公
社
が
所
有
す
る
（
ま
た
は
管
理
）
す
る
農

地
に
隣
接
す
る
農
地

　

イ　

農
業
公
社
の
借
受
募
集
に
応
じ
た
者
が
経
営
す
る

農
地
に
隣
接
す
る
農
地

　

ウ　

一
連
の
農
作
業
の
継
続
に
支
障
が
生
じ
な
い
２
筆

以
上
の
農
地

　
お
問
い
合
わ
せ

　

農
産
課　

☎
８
２
‐
９
６
２
６

組
み
に
よ
っ
て
、
誰
も
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
地

図
で
農
地
の
所
在
や
意
向
な
ど
、
一
定
の
情
報
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
農
地
の
利
活
用
の

促
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

㋑　

窓
口
の
対
応

　
　

農
業
委
員
会
の
窓
口
で
も
農
地
の
地
番
を
特
定
し

て
閲
覧
申
請
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
と
同
様
の
情
報
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、

こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
住
所
が
公
表
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
３
】　

農
地
台
帳
の
整
備
に
つ
い
て

　

農
地
台
帳
の
情
報
を
活
か
す
た
め
に
は
、
常
に
最
新
の

情
報
に
更
新
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
農
業
委
員

会
が
実
施
す
る
利
用
状
況
調
査
や
貸
し
借
り
等
に
つ
い
て

の
意
向
調
査
に
ご
理
解
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

農
業
委
員
会
事
務
局　

☎
８
２
‐
９
６
５
４

農
地
中
間
管
理
事
業

農
地
ナ
ビ
で
農
地
情
報
を

公
開
し
て
い
ま
す
。



　

所
有
す
る
全
農
地
（
10
ア
ー
ル

未
満
の
自
作
地
は
残
せ
ま
す
。
）

を
農
地
中
間
管
理
機
構
に
、
次
の

と
お
り
貸
し
付
け
た
と
き
は
所
定

の
期
間
、
固
定
資
産
税
が
半
額
に

な
り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
平
成

28
年
度
、
29
年
度
の
２
年
間
で

す
。

①　

10
年
以
上
15
年
未
満
の
期
間

で
貸
し
付
け
た
と
き
は
３
年
間

②　

15
年
以
上
の
期
間
で
貸
し
付

け
た
と
き
は
５
年
間
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農
地
中
間
管
理
機
構
に
貸
付
け

る
こ
と
で
す
。
耕
作
・
管
理
が
出

来
な
い
で
、
貸
し
た
く
て
も
相
手

が
見
付
か
ら
な
い
場
合
は
、
こ
れ

を
考
え
て
く
だ
さ
い
。
農
地
中
間

管
理
機
構
は
、
借
受
け
た
農
地
を

担
い
手
・
新
規
就
農
な
ど
の
農
地

を
借
り
た
い
人
に
、
ま
と
ま
り
の

あ
る
形
で
農
地
を
利
用
で
き
る
よ

う
に
配
慮
し
て
貸
し
付
け
ま
す
。

ま
た
、
貸
し
手
に
は
、
賃
料
が
確

実
に
支
払
わ
れ
る
、
貸
借
期
間
満

了
後
は
確
実
に
返
還
さ
れ
る
、
ト

ラ
ブ
ル
に
は
貸
し
手
・
借
り
手
の

調
整
を
し
て
解
決
さ
れ
る
等
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

②　

自
ら
所
有
権
の
移
転
又
は
賃

借
権
そ
の
他
の
使
用
収
益
を
目
的

と
す
る
権
利
の
設
定
若
し
く
は
移

転
を
行
う
と
は

　

自
分
で
買
い
手
や
借
り
手
を
探

し
て
、
農
地
法
や
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
法
等
の
手
続
き
を
す
る

こ
と
で
す
。
こ
の
場
合
、
来
年
の

夏
に
利
用
状
況
調
査
を
実
施
し
、

　

農
地
の
利
用
状
況
調
査
を
、
８

月
か
ら
９
月
に
か
け
て
実
施
し
ま

し
た
。
こ
の
調
査
で
見
付
か
っ
た

遊
休
農
地
の
所
有
者
に
対
し
て
、

利
用
意
向
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
所
有
者
に
対
し

て
、
主
に
①
農
地
中
間
管
理
機
構

（
神
奈
川
県
で
は
、
公
益
社
団
法

人
神
奈
川
県
農
業
公
社
。
）
を
利

用
す
る
、
②
自
ら
所
有
権
の
移
転

又
は
賃
借
権
そ
の
他
の
使
用
収
益

を
目
的
と
す
る
権
利
の
設
定
若
し

く
は
移
転
を
行
う
、
③
自
ら
耕

作
・
管
理
す
る
（
し
て
い
る
）
等

の
意
向
を
確
認
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
時
に
、
休
耕
だ
っ

た
り
次
の
作
付
の
準
備
前
だ
っ
た

り
す
る
場
合
に
、
遊
休
農
地
と
み

え
て
し
ま
い
、
利
用
意
向
調
査
を

送
付
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①　

農
地
中
間
管
理
機
構
を
利
用

す
る
と
は

農
地
の
状
況
を
確
認
し
ま
す
。
利

用
意
向
調
査
の
送
付
か
ら
６
ヶ
月

が
経
っ
て
も
、
こ
の
と
お
り
に
対

応
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
、
農
地

中
間
管
理
機
構
と
協
議
す
る
よ
う

勧
告
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③　

自
ら
耕
作
・
管
理
す
る
（
し

て
い
る
）
と
は

　

今
後
、
耕
作
・
管
理
を
始
め

る
、
ま
た
は
現
在
、
耕
作
・
管
理

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
休
耕
だ
っ

た
り
次
の
作
付
の
準
備
前
だ
っ
た

り
し
て
、
遊
休
農
地
と
し
て
み
ら

れ
て
し
ま
っ
た
農
地
も
こ
れ
に
な

り
ま
す
が
、
こ
の
と
き
は
、
耕

作
・
管
理
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
に
当
た
る
場
合
も
、
来
年

の
夏
の
利
用
状
況
調
査
で
、
耕

作
・
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
と
、

農
地
中
間
管
理
機
構
と
協
議
す
る

よ
う
勧
告
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

④　

利
用
意
向
調
査
の
送
付
か
ら

６
ヶ
月
が
経
っ
て
も
回
答
が
な
い

場
合
、
農
地
中
間
管
理
機
構
と
協

議
す
る
よ
う
勧
告
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
、
農
地
中
間

管
理
機
構
と
協
議
す
る
よ
う
勧
告

さ
れ
た
遊
休
農
地
は
、
固
定
資
産

税
が
約
１
．８
倍
上
が
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
ま
ず
遊
休

農
地
に
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す

が
、
万
が
一
遊
休
農
地
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
も
、
意
向
調
査
で
①
と

回
答
す
る
か
、
②
③
と
回
答
し

て
、
そ
の
と
お
り
に
対
応
す
れ

ば
、
上
が
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
そ
の
と
お
り
に
対
応

で
き
な
か
っ
た
と
き
で
も
、
期
日

ま
で
に
①
と
回
答
し
直
せ
ば
、
上

が
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
遊
休
農
地
の
す
べ
て
が

勧
告
の
対
象
と
な
る
わ
け
で
は
な

く
、
ま
ず
農
業
振
興
地
域
内
に
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
農
地
中
間
管
理

機
構
の
借
受
け
基
準
に
適
合
す
る

と
さ
れ
た
場
合
の
み
で
す
。

遊
休
農
地
を
な
く
そ
う
！

Ⅰ　

利
用
意
向
調
査
を

　
　

実
施
し
ま
す

Ⅱ　

遊
休
農
地
の
固
定

　

資
産
税
が
高
く
な
る

Ⅲ　

貸
付
で
固
定
資
産

　
　

税
が
半
額
に
な
る



小
山
田
　
茂
（
公
選
・
北
地
区
）

●
役
職

　

運
営
委
員

●
担
当
生
産
地
区

　

戸
川
上
・
戸
川
中
横
道
・
戸
川

　

中
寺
脇
・
戸
川
原
第
１
・
戸
川

　

原
第
２
・
戸
川
西
・
三
屋

●
主
な
作
付
作
物

　

露
地
野
菜
・
梅

●
ひ
と
こ
と

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
高

齢
化
、
担
い
手
不
足
そ
れ
ら
に
加

え
て
鳥
獣
被
害
の
拡
大
等
に
よ
る

耕
作
放
棄
お
よ
び
荒
廃
農
地
の
拡

大
な
ど
厳
し
い
内
容
が
山
積
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
各
関
係
機
関

と
連
携
し
こ
れ
ら
課
題
を
克
服
す

る
べ
く
微
力
で
す
が
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

古
谷
　
茂
男
（
公
選
･
東
地
区
）

●
担
当
生
産
組
合

　

宝
作
・
宝
ヶ
谷
戸
・
清
水
・
竹

　

の
内
・
二
ツ
沢
・
角
谷
戸
・
久

　

保
●
主
な
作
付
作
物

　

み
か
ん
・
栗

●
ひ
と
こ
と

　

農
業
を
と
り
巻
く
環
境
は
、
政

府
に
よ
る
農
業
・
農
協
改
革
が
進

行
中
で
す
が
、
農
業
従
事
者
の
高

齢
化
、
鳥
獣
被
害
に
よ
る
作
付
意

欲
の
低
下
な
ど
で
荒
廃
地
の
増
加

を
懸
念
す
る
今
日
で
す
。

　

こ
う
し
た
情
況
の
中
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
農
業
の
環
境
改
善

な
ど
農
業
者
の
営
農
意
欲
を
喚
起

す
る
一
助
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
。

●
ひ
と
こ
と

　

当
地
域
で
は
、
特
に
イ
ノ
シ

シ
、
シ
カ
等
の
被
害
が
増
え
、
生

産
意
欲
が
低
下
す
る
中
、
農
業
従

事
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
問
題

等
々
を
抱
え
て
お
り
、
何
か
地
域

内
で
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
模

索
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

和
田
　
厚
行
（
議
会
推
薦
）

●
ひ
と
こ
と

　

環
境
を
守
る
た
め
に
、
低
農
薬

で
、
16
ア
ー
ル
の
田
ん
ぼ
を
耕
作

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の

遊
び
場
に
な
る
と
同
時
に
、
ヒ
ル

が
で
て
、
大
変
苦
労
し
て
い
ま

す
。

　

あ
と
少
し
ば
か
り
の
家
庭
菜
園

で
、
キ
ュ
ウ
リ
や
な
す
を
栽
培
し

て
い
ま
す
が
、
採
れ
た
て
の
野
菜

は
、
新
鮮
で
お
い
し
い
で
す
。
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高
梨
　
福
太
郎
（
公
選
･
北
地

区
）

●
役
職

　

農
地
銀
行
役
員（
集
積
促
進
員
）

　

・
農
協
農
政
対
策
委
員
、
新
東

　

名
対
策
協
議
委
員

●
担
当
生
産
組
合

　

菩
提
原
下
・
菩
提
原
上
・
菩
提

　

中
東
・
菩
提
中
西
・
菩
提
上
東

　

・
菩
提
上
西

●
主
な
作
付
作
物

　

茶
・
露
地
野
菜

●
ひ
と
こ
と

　

農
業
は
、
幾
久
し
く
高
齢
化
、

後
継
者
難
、
農
地
の
荒
廃
化
が
叫

ば
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
米
ど
こ
ろ
や
都
市
農
業
お
よ

び
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
た
地
域
農
業

で
は
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

特
色
あ
る
農
業
が
営
ま
れ
て
い
ま

す
。
当
市
に
お
い
て
も
退
職
者
や

若
い
方
々
が
農
外
か
ら
「
農
業
を

や
り
た
い
」
と
言
っ
て
市
民
農
業

塾
は
活
況
を
呈
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
新
た
な
担
い
手
を
含
め
、

農
家
後
継
者
と
と
も
に
荒
廃
農
地

解
消
へ
と
う
ま
く
結
び
つ
け
ら
れ

る
よ
う
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に

し
て
、
そ
の
一
助
と
な
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

関
野
　
進
一
（
公
選
･
西
地
区
）

●
担
当
生
産
組
合

　

渋
沢
下
・
渋
沢
中
・
渋
沢
上
・

　

石
打
場
・
栃
窪

●
主
な
作
付
作
物

　

み
か
ん
、
栗
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー

　

ツ

農
業
委
員
紹
介
コ
ー
ナ
ー
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清
水　

富
美
子
（
鶴
巻
南
）

農
業
を
引
き
継
い
で

　

我
が
家
は
主
に
米
と
落
花
生
、

あ
と
、
露
地
野
菜
を
作
付
し
て
い

ま
す
。
野
菜
は
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
と
う
も
ろ
こ

し
、
い
も
類
な
ど
と
自
家
消
費
の

野
菜
で
す
。

　

私
は
、
就
農
し
て
40
年
近
く
に

な
り
ま
し
た
。
最
初
は
、
ほ
と
ん

ど
家
事
手
伝
い
の
よ
う
な
状
態

で
、
徐
々
に
畑
仕
事
に
も
慣
れ
て

い
き
ま
し
た
。
「
農
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
厳
し
い
。
」
と
い
う
な

か
で
、
父
と
夫
と
三
人
で
な
ん
と

か
農
地
を
守
っ
て
や
っ
て
き
ま
し

た
。

　

夫
は
兼
業
で
、
休
み
の
日
に
は

農
業
を
手
伝
い
、
ほ
と
ん
ど
の
機

械
仕
事
を
こ
な
し
て
く
れ
ま
し

た
。
定
年
退
職
後
は
父
の
後
を
引

き
継
ぎ
、
主
体
的
に
営
農
し
て
い

ま
す
。
農
業
関
係
の
本
な
ど
も
買

っ
て
読
む
こ
と
や
、
退
職
後
、
就

農
し
た
仲
間
た
ち
と
月
一
回
情
報

交
換
な
ど
も
し
て
勉
強
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
は
、
９
月
か
ら
の
長
雨

で
、
米
の
収
穫
が
で
き
ず
に
、
す

べ
て
の
仕
事
が
遅
れ
て
し
ま
い
、

ど
の
よ
う
な
事
に
な
る
の
か
と
心

配
し
て
い
ま
す
が
、
天
候
に
も
左

右
さ
れ
る
農
業
に
、
仕
方
な
い
と

い
う
思
い
で
一
杯
で
す
。
毎
日
、

天
気
予
報
と
に
ら
め
っ
こ
し
て
、

雨
の
合
間
を
ぬ
っ
て
収
穫
作
業
と

出
荷
作
業
で
す
。

　

良
い
農
作
物
を
作
り
た
い
と
い

う
思
い
は
あ
っ
て
も
、
な
か
な
か

難
し
い
と
思
い
知
ら
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

農
業
か
ら
離
れ
て
い
く
人
が
多

く
な
っ
て
い
る
の
を
見
聞
き
す
る

の
研
修
を
経
て
、
２
０
１
１
年
４

月
か
ら
本
格
的
に
新
規
就
農
し

て
、
今
年
で
６
年
目
に
な
り
ま
し

た
。

　

現
在
は
、
約
７
０
０
坪
の
ハ
ウ

ス
で
、
イ
チ
ゴ
の
栽
培
を
主
に
行

っ
て
い
ま
す
。

　

か
な
が
わ
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー
の

研
修
で
も
、
運
が
良
い
こ
と
に
イ

チ
ゴ
に
詳
し
い
先
生
が
い
ら
し

て
、
本
来
ア
カ
デ
ミ
ー
の
研
修
で

は
い
ろ
ん
な
作
物
に
つ
い
て
学
ぶ

と
こ
ろ
で
す
が
、
私
は
卒
業
し
て

か
ら
は
イ
チ
ゴ
を
栽
培
す
る
こ
と

を
決
め
て
い
た
の
で
、
２
年
間
イ

チ
ゴ
の
栽
培
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
て
、
よ
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
。

　

イ
チ
ゴ
栽
培
の
一
年
は
、
12
月

か
ら
５
月
の
半
ば
ま
で
収
穫
や
摘

み
取
り
を
し
て
、
そ
の
後
片
づ
け

や
苗
植
え
を
行
い
ま
す
。
家
族
に

手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
１
年
を

と
お
し
て
忙
し
く
行
っ
て
い
ま

す
。

　

毎
年
、
施
設
の
改
良
を
加
え
た

り
し
て
栽
培
し
て
い
ま
す
が
、
や

は
り
お
い
し
く
育
て
る
こ
と
に
難

し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
年

が
お
い
し
く
で
き
た
と
思
っ
て

と
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
は
ど
う
な

る
の
だ
ろ
う
と
気
に
な
り
ま
す
。

な
る
べ
く
多
く
の
人
に
農
業
に
か

か
わ
っ
て
も
ら
い
、
農
業
の
理
解

者
、
応
援
者
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

私
も
夫
も
高
齢
と
な
り
、
い
つ

ま
で
で
き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

２
０
０
８
年
２
月
に
家
業
を
継

ご
う
と
思
い
、
そ
れ
ま
で
電
気
関

係
の
会
社
に
勤
め
て
い
ま
し
た

が
、
退
職
し
、
そ
の
後
の
４
月
か

ら
家
の
手
伝
い
と
い
う
形
か
ら
農

業
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　

翌
年
４
月
か
ら
、
か
な
が
わ
農

業
ア
カ
デ
ミ
ー
に
通
い
、
２
年
間

も
、
翌
年
は
思
っ
た
と
お
り
に
い

か
な
か
っ
た
り
、
急
に
病
気
に
な

っ
た
り
と
毎
日
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
て
い
ま
す
。

　

日
照
が
足
り
な
い
と
お
い
し
く

な
い
よ
う
な
気
が
し
て
、
日
照
に

も
気
を
付
け
て
栽
培
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　

摘
み
取
り
に
来
て
い
た
だ
い
た

方
に
、
実
際
に
お
い
し
い
と
言
っ

て
い
た
だ
い
た
り
す
る
こ
と
や
、

お
腹
い
っ
ぱ
い
に
食
べ
て
も
ら
え

る
と
お
い
し
い
の
が
で
き
た
の
か

な
と
思
い
、
と
て
も
う
れ
し
く
、

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　

イ
チ
ゴ
農
家
の
環
境
も
厳
し
い

と
思
い
ま
す
が
、
イ
チ
ゴ
農
家
の

数
を
増
や
し
て
、
仲
間
と
情
報
を

共
有
し
な
が
ら
、
イ
チ
ゴ
栽
培
に

役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
今
後
、
新
東
名
高
速
道

路
が
で
き
て
、
ハ
ウ
ス
の
近
く
に

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
や
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
で
き
、
秦
野
に

来
る
方
が
増
え
る
と
思
う
の
で
、

そ
う
い
っ
た
方
に
、
摘
み
取
り
に

た
く
さ
ん
来
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
収
量
や
品
質
を
あ
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

片
野　

良
勇
（
戸
川
）

試
行
錯
誤
の
連
続
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知
人
か
ら
所
有
し
て
い
る

農
地
を
売
っ
て
ほ
し
い
と
相

談
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。　

　

農
地
・
耕
作
を
目
的
と
し

て
そ
の
農
地
を
売
買
す
る
場

合
に
は
、
農
地
第
３
条
に
よ
る
農

業
委
員
会
の
許
可
、
農
地
以
外
の

利
用
を
目
的
と
し
て
売
買
す
る
場

合
に
は
、
農
地
法
第
５
条
に
よ
る

都
道
府
県
知
事
ま
た
は
農
林
水
産

大
臣
の
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
許
可
を
受
け
な
い

で
売
買
契
約
を
し
、
農
地
の
引
き

渡
し
を
受
け
た
と
し
て
も
、
法
律

上
は
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い
の
で
、

所
有
権
自
体
は
依
然
と
し
て
元
の

所
有
者
の
ま
ま
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
土
地
の
所
有
権
の
移
転

登
記
を
す
る
際
に
も
農
地
法
の
許

可
が
必
要
と
な
る
た
め
、
登
記
も

で
き
ま
せ
ん
。

　

農
地
法
の
許
可
を
受
け
ず
に
農

地
の
売
買
等
を
し
た
場
合
に
は
、

農
地
法
違
反
と
し
て
、
３
年
以
下

の
懲
役
、
ま
た
は
３
０
０
万
円
以

下
の
罰
金
に
科
せ
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

○
市
街
化
調
整
区
域
内
の

農
地
転
用
許
可
申
請
の
締

め
切
り
は
、
原
則
毎
月
10

日
で
す
。

（
事
前
の
相
談
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
）

○
市
街
化
区
域
内
の
届
出

は
、
随
時
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。

●
総
会

　

７
月
25
日
、
８
月
24
日
、

　

９
月
26
日
、
10
月
25
日

（
主
な
審
議
案
件
と
件
数
等
は

　

下
表
の
と
お
り
）

●
運
営
委
員
会

　

７
月
14
日
、
９
月
14
日
、

　

10
月
14
日

●
編
集
委
員
会

　

９
月
26
日
、
10
月
25
日

農
業
委
員
会
活
動
報
告

（
平
成
28
年
７
月
〜
10
月
）

も
、
翌
年
は
思
っ
た
と
お
り
に
い

か
な
か
っ
た
り
、
急
に
病
気
に
な

っ
た
り
と
毎
日
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
て
い
ま
す
。

　

日
照
が
足
り
な
い
と
お
い
し
く

な
い
よ
う
な
気
が
し
て
、
日
照
に

も
気
を
付
け
て
栽
培
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　

摘
み
取
り
に
来
て
い
た
だ
い
た

方
に
、
実
際
に
お
い
し
い
と
言
っ

て
い
た
だ
い
た
り
す
る
こ
と
や
、

お
腹
い
っ
ぱ
い
に
食
べ
て
も
ら
え

る
と
お
い
し
い
の
が
で
き
た
の
か

な
と
思
い
、
と
て
も
う
れ
し
く
、

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　

イ
チ
ゴ
農
家
の
環
境
も
厳
し
い

と
思
い
ま
す
が
、
イ
チ
ゴ
農
家
の

数
を
増
や
し
て
、
仲
間
と
情
報
を

共
有
し
な
が
ら
、
イ
チ
ゴ
栽
培
に

役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
今
後
、
新
東
名
高
速
道

路
が
で
き
て
、
ハ
ウ
ス
の
近
く
に

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
や
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
で
き
、
秦
野
に

来
る
方
が
増
え
る
と
思
う
の
で
、

そ
う
い
っ
た
方
に
、
摘
み
取
り
に

た
く
さ
ん
来
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
収
量
や
品
質
を
あ
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

農地転用には許可が必要です！

■総会の主な審議案件と件数（７～ 10月）
審　議　案　件 件数 面　積

耕作目的の売買・貸借
（３条許可） 6件 5,746.00㎡

市街化調整区域内の転用
（４・５条許可） 8件 4,637.34㎡

市街化区域内の転用
（４・５条届出） 69件 29,576.19㎡

相続税納税猶予 2件 5,632.94㎡

相 談
コーナー

　

荒
廃
農
地
解
消
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
会
と
協
働
し
て

荒
廃
農
地
解
消
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
の

一
環
と
し
て
、
今
年
の
３
月

に
遊
休
農
地
を
解
消
し
た
東

田
原
地
内
の
農
地
で
、
市
立

東
小
学
校
児
童
と
一
緒
に
ダ

イ
ズ
や
サ
ツ
マ
イ
モ
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
利
用

し
て
、
11
月
３
日
に
開
催
さ

れ
た
第
37
回
秦
野
市
市
民
の

日
に
、
荒
廃
農
地
解
消
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
と
協
働

し
て
荒
廃
農
地
解
消
事
業
の

Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
出
店
し
ま
し

た
。
パ
ネ
ル
展
示
で
活
動
を

説
明
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
加

入
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま

た
、
市
立
サ
ツ
マ
イ
モ
や
そ

の
加
工
品
を
販
売
し
ま
し
た
。

支援
センター
通信

荒
廃
農
地
解
消
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

「
市
民
の
日
」
に
出
店



カメラスケッチ

ふれあい体験コーナーの様子

出品された牛
人を引っ張る勢いです！

乗馬体験の様子

農業委員会だより 第 号127 8

　

10
月
２
日
（
日
）
に
、
秦
野
市
畜

産
ま
つ
り
（
主
催
：
秦
野
市
畜
産

会
）
が
、
田
原
ふ
る
さ
と
公
園
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
晴
天
に
恵

ま
れ
、
大
勢
の
方
が
来
場
す
る
大
盛

況
ぶ
り
で
し
た
。
用
意
し
た
豚
肉
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
や
や
き
そ
ば
、
焼
き

鳥
、
牛
乳
試
飲
な
ど
も
大
人
気
で
し

た
。

　

小
動
物
（
子
羊
・
子
牛
）
ふ
れ
あ

い
コ
ー
ナ
ー
や
乗
馬
体
験
（
ポ
ニ

ー
）
に
は
、
子
供
た
ち
が
多
数
参
加

し
て
い
ま
し
た
。

　

同
時
開
催
の
畜
産
共
進
会
は
、
今

年
で
60
回
を
迎
え
ま
し
た
。
出
品
さ

れ
た
家
畜
は
立
派
な
も
の
で
、
見
る

人
の
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
か
ら
９
月
の
天
候
を
振
り
返

っ
て
み
る
と
、
台
風
が
多
く
発
生

し
、
列
島
に
接
近
、
上
陸
し
て
、
各

地
に
暴
風
、
大
雨
を
降
ら
せ
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
列
島
に
停
滞
し
た
秋
雨
前

線
を
刺
激
し
、
各
地
に
大
雨
に
よ
る

土
砂
災
害
、
堤
防
の
決
壊
等
の
災
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
幸
い
本
市
に
は

大
き
な
被
害
が
な
く
、
長
雨
に
よ
る

露
地
野
菜
の
収
穫
、
植
え
付
け
な
ど

に
影
響
が
出
ま
し
た
。

（
編
集
委
員　

山
口　

勝
嗣
）

農業者年金に加入しませんか？

畜産まつり開催

　農業者年金は、農業者の老後
生活の安定及び福祉の向上と農
業者の確保を目的とする公的年
金制度で、次の条件を満たせば
どなたでも加入できます。

○年間農業従事日数が 60 日以上
○ 60 歳未満の方
○国民年金１号被保険者であること

また、確定拠出型の年金で、次の長所があります。
○年金額が加入者数・受給者数に影響されない。
○保険料は全額控除対象。
○保険料の国庫補助（一定の要件が必要。）。

　　お問合せ
　　　　農業委員会事務局
　　　　　☎８２―９６５４
　　　　はだの都市農業支援センター
　　　　　☎８１―７８００

　全国農業新聞は、最新の農業情勢の提供と解
説、先進農家の経営紹介、農業入門など読んで
役立つ情報が満載です。
○毎週金曜日（月４回）発行
○購読料　月700円
○お申込みは、地元農業委員、または農業委員会事務
　局まで。

農業委員会事務局　☎82-9654

全国農業新聞


